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ダンスの授業における教育課題について、畑野・久山（2010）は、教師が感じている大

きな阻害要因は、児童の「恥ずかしさ」であると指摘している。そこで、「もの」を見て動

くという活動を通して、他者の目線という不安要因を省き、「恥ずかしい」という気持ちを

軽減させることができるのではないかと仮定した。 

本実践では、タオルを使ったリズムダンスの授業と布を使った創作ダンスの授業を行っ

た。リズムダンスでは自然とタオルを振る生徒が多く、抵抗なくダンスに取り組むことが

でき、生徒のノリを引き出したり、自由な動きが出現したりした。創作ダンスでは、布を

裁くという動きが「繋ぎ」をスムーズにし、動きの「感じ」を表現したり、ダイナミック

な動きが出現していたりした。 

このように、身近な「もの」を教具として使い、その特徴を使い分けることで、動きと

の関わり合いが生まれ、いつの間にか恥ずかしさが軽減し、リズムに乗る楽しさと「感じ」

のある動きを探求することが出来ると考えた。 


